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Abstract Previous studies have broadly focused on the acquisition of orthographically similar 
(Overlap) words in Japanese and Chinese used by native Chinese speakers who are 
learning Japanese with the concept of general semantic usage or semantic range 
between Japanese and Chinese languages. This study focuses on both issues; the 
author aims to address this issue by administering a true/false test on Overlap words, 
which are categorized into six types of frameworks that are based on the concept of 
general semantic usage or semantic range. The test was partially based on previous 
studies done on native Chinese speakers who are learning Japanese language. The 
results of the study shows the influence of kanji knowledge onto the acquisition of 
Overlap words in Japanese and Chinese by native Chinese speakers, depending on the 
new framework based on the concept of general semantic usage and semantic range 
between Japanese and Chinese languages of Overlap words. In conclusion, the present 
study reveals that kanji knowledge improves the acquisition of Overlap words, while, 
Overlap words, which exists in both (Chinese and Japanese) languages with a solely 
meaning and not the same general semantic usage will be impeded, and thus the 
degree of difficulty will increase. 
                     
                         
１．はじめに 
    
文化庁１）（1978）は日本語における漢語を S・O・D・
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年少は 23 歳４か月であった。12 名の被験者の平均日本
語学習歴は７年６か月，標準偏差は３年４か月であった。






60 問の平均は 44.75 点，標準偏差は 2.42 であった。最高
得点は 48 点，最低得点は 41 点であった。O 語の各下位
分類の平均は下記の表２に示した通りである。 
 
表２ O 語の各下位分類による記述統計の結果 
注: N = 12. M = mean. SD = standard deviation.  
Max = maximum score. Min = minimum score. 
 
各下位分類の平均は，OI 語が 7.42 点，OII 語が 7.75
点，OIII 語が 5.83 点，OIV 語が 9.08 点，OV 語が 6.67
点，OVI 語が 8.00 点であった。そのうち，OIV は一番高











満点 M SD Max Min
OⅠ 10 7.42 1.31 9 5
OⅡ 10 7.75 1.06 9 6
OⅢ 10 5.83 .83 7 5
OⅣ 10 9.08 .67 10 8
OⅤ 10 6.67 .98 8 5
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と O 語の６分類はどのように 60 問の正誤判断文の判断
に影響するのかを考察するため，分類木分析の解析法を





































































































































































































































































































は OI，OIII と OV（48.3%）より有意が高く，OII と OVI
（67.5%）は両者の間に位置している。低い順で並べる

































プ（M = 6.8）の平均得点はあまり高くなかった。問 46
の「警察は犯人を全部解決しました。」の全員平均が極め

















には，OV タイプの漢語の平均は OIII とほぼ同じくらい
低かった。そのうち，問 28 の「若い頃，おやじにはよく
意見されました。」の得点（全員平均 = 1 点）が極めて
低かったのに対して，問 29「単位」の誤用文だけ全員判
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生年月日 19   年  月  日 
性別   男・女 
日本語学習歴（    ）年（    ）ヶ月 
最終学歴（      ）   







1.（ ）解決 徹夜して，やっと問題を解決しました。 
2.（ ）研究 彼の研究分野は日本古代史です。 
3.（ ）架空 想像した架空の物語をプレゼントにつけ 
て，いつもの景色をもう少し特別なもの
にしてお届けします。 








8.（ ）質問 発表内容について，質問されました。 







13.（ ）呼吸 新鮮な空気を呼吸したいです。 




16.（ ）失敬 あいつはホテルのスプーンを失敬した。 
17.（ ）呼吸 ボールがこの辺に来た時にバットを振り
ます。この呼吸がちょっと難しいですね。 













25.（ ）同居 彼女と 2 年間同居してから，結婚しよう
と決心しました。 
25.（ ）進行 我が軍隊は今，敵方に進行しています。 
27.（ ）留守 留守孤児は今，厳しい社会問題となって 
きました。 
28.（ ）意見 若い頃，おやじにはよく意見されました。 
29.（ ）単位 各単位の人はみんな現場にそろいました。 
30.（ ）始末 始末な家で，ずいぶん遠く使いに出る時
も交通費は出ませんでした。 
31.（ ）下手 下手する機会を待っています。 
32.（ ）処置 この事件の主謀者を処置します。 
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40.（ ）単位 メートルは長さを表す単位です。 
41.（ ）始末 事件の始末を一々述べました。 







46.（ ）解決 警察は犯人を全部解決しました。 


































53.（ ）現実 現実はいつも残酷です。 
54.（ ）理想 若い頃の理想は高くて輝きました。 
55.（ ）質問 どうして宿題を提出しないのかと先生に 
質問された。 







60.（ ）邪魔 お邪魔します。 
 （受理 平成 29 年 3 月 10 日） 
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